
夏 ボ ラ 新 聞 
 新見市社会福祉協議会では、福祉教育推進事業の一環で、平成７年度から中高生の福祉の心を育てること  

を目的に、夏のボランティア体験（夏ボラ）を実施しています。今年度は、１５０名の参加者が市内の福祉 

施設 24 ヵ所で、延べ４６４日間にわたりボランティア活動を行いました。 

 

 

▶「夏のボランティア体験」って？ ～ 目的を再確認！ ～ 

夏のボランティア体験は、ボランティア体験を通じて、福祉やボランティアについての理解を深め、 

さまざまな出会いの中から、新しい発見や「共に生きていく」ことの意味を考える機会です。 

受入施設は、みなさんに「利用者を、ひとりの人として理解する」ことや、「利用者の好きなこと、特技、 

できることに着目する」こと、「幼児期や高齢期、障害の特性を理解する」「地域課題に関心をもつ」などの 

気づきや学びを得ていただくために、プログラムを考えてくださっています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶夏のボランティア体験を終えて… 

 みなさんに提出してもらったふりかえりシートの集計結果は以下のようになりました。 

  

自己採点の 

平均点 
福祉についての理解 今後のボランティアの意欲 

83.5 点 
深まった やや深まった ぜひ取り組みたい 機会があれば取り組みたい 

113 人 35 人 84 人 64 人 

― 発 行 者 ― 

社会福祉法人 

新見市社会福祉協議会 

 

 中高生のみなさん、暑い中、ボランティア活動お疲れ様でした。今年度は 9 月 7 日に事前研修会を予定していました

が、９月３日集中豪雨のため中止させていただきました。被災された地区の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

さて、新見が被災したことが報道されると、全国から二千人を超えるボランティアが駆けつけてくださいました。皆

さんの中にも、ボランティアをされた方がいらっしゃるのではないのでしょうか。ボランティアの中には、昨年の西日

本豪雨災害で被災された方や、外国人の方、支援物資を送ってくれた方などもおられ、色々なかたちでたくさんのご支

援をいただきました。 

皆さんは、もし今後自分の住んでいる地域、また他の地域で災害があったとき、どんな応援をしますか？体力が必要

なもの以外にも、応援の形はたくさんあります。ぜひ調べて、自分にできるものを実践してみてくださいね。夏のボラ

ンティア体験が、「他にもいろんなボランティアをしてみよう！」と思うきっかけになればうれしく思います。 

＜施設一覧＞  

●特別養護老人ﾎｰﾑ ゆずり葉 ●養護老人ﾎｰﾑ 和みの郷かなや ●ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 花みずき ●新見市社協中央ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

●介護老人保健施設 くろかみ ○ｹｱﾎﾟｰﾄ生き活き館新見 ●特別養護老人ﾎｰﾑ 唐松荘 ●特別養護老人ﾎｰﾑ おおさ苑 

〇ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ わが家 ○ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ オレンジ 〇新見市社協神郷ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ ○小規模多機能ﾎｰﾑ にいざとさくらの丘 

●哲多町介護老人保健施設 すずらん ●ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ すずらん ●特別養護老人ﾎｰﾑ 哲西荘  ○哲西荘ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

●NPO 風の音 日中一時支援かぜのおと ○NPO ﾊｰﾄﾌﾙあしん共同作業所 つつじ憩いの家 ●福祉ﾜｰｸｾﾝﾀｰ阿新  

●障害者支援施設 大佐荘 〇神郷の園 ●健康の森学園 ●新見保育所 ●新見中央認定こども園  

●にいみ子育てｶﾚｯｼﾞ"にこたん" ●上市認定こども園 ●熊谷認定こども園 ●新見南認定こども園  

●大佐認定こども園 ●神代認定こども園 〇新郷保育所 ●本郷幼稚園・保育所 ●哲西認定こども園 

 

●活動のあった施設 ○協力体制をとっていただいた施設 

２０１９ 

 

施設分類別活動者数   高齢者施設 ３４名 ／ 障がい者施設 １１名 ／ 児童施設 １０５名 

―――――――――――――――――  編 集 後 記  ――――――――――――――――― 

3 日間自分から声をか

け、子供らとしっかり勉

強や遊ぶことができた。

その人それぞれの個性を

大切に活動しました。 

今回の夏ボラで、ボラン

ティアの楽しさと、大変

さを知りました。その、

楽しさと大変さを今回ボ

ランティアに参加してい

ない人にも教えたい。 

 

1 人ひとり違い

があることを

理解して活動

した。 

1 人ひとりに対し

て、出来ない事よ

りも、出来ること

に目を向けること

が大切。 

✿活動をした感想 

✿「共に生きる」とは 

 

小さい子でもみんな 

それぞれ個性があるんだ。 

自分のしたことで喜んで

くれてうれしいな。 

障がいがある方も 

真剣にお仕事している姿って、

とってもかっこいい。 

私達もいっぱい頑張ろう！ 

ゆっくり、大きな声で話すことが 

できました。 

レクリエーションも楽しい♪ 

（148 名回答）  

初めての参加で緊張している人も、これまでに何度も参加経験がある人も、それぞれが有意義な活動が行えた

ようです。いろいろな方と関わりを持つことで、たくさんの発見や経験が出来たのではないでしょうか。 

 

人とかかわり合いな

がら、助け合い、学び

合いを繰り返し共に

生きていくことが大

切だと思う。 

人の価値観はそれぞれ

違うので、意見が違う

からこそ相手の事をし

っかりと見る、そして

助け合っていくこと。 


